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●病院の概要

●臨床研修

●妊娠・出産・子育て中の勤務環境
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人

人

医師数（常勤）

指導医数（再掲）

TEL

■2025年度研修受入数

■出願期間（予定） ～

①基本給

1年目 2年目

1年目

2年目

■基幹となっている基本領域

人

人

床

床

床

床

床

●専門研修

②賞与・手当

③当直

④休暇

⑤保険適用

⑥宿舎

■処遇
(2025年度）

■処遇
(2025年度）

■連携・関連施設となっている基本領域

①給与モデル（5年目参考・当直料等込）

②休日休暇

③保険適用

④宿舎

内科 小児 皮膚 精神 外科 整形 産婦 
眼科 耳鼻 泌尿 脳外 放射 麻酔 病理
臨検 救急 形成 リハ 総診

当直
免除

時間外
勤務免除

短時間
勤務制度

院内
保育園

院内
学童保育

内科 小児 皮膚 精神 外科 整形 産婦 
眼科 耳鼻 泌尿 脳外 放射 麻酔 病理
臨検 救急 形成 リハ 総診

当直
免除

時間外
勤務免除

短時間
勤務制度

■妊娠出産 ■育児 ■子育て

地方独立行政法人 総合病院国保旭中央病院
〒289-2511　千葉県旭市イ-1326 0479-63-8111

398,334 円／月

426,667 円／月

1年次 賞与：634,546 円／年、2年次 賞与：735,038 円／年

週末・当直明け(各科規定による)、年次休暇(1年次15日、2年次16日)

各種保険あり（個人加入不要）

あり（ワンルーム6,500円から世帯用11,500円まで）

2026年6月1日 2026年8月21日

当直料 1年次：21,000円（休日42,000円）／回、2年次：32,000円（休日64,000円）／回

回 数 4 回程度

30名 31 名

約 1,030 万円／年

週末・当直明け(各科規定による)、年次休暇(初年度20日、以降25日)

各種保険あり（個人加入不要）

あり（ワンルーム6,500円から世帯用11,500円まで）

【病院の特徴】
　スーパーローテート方式45年の歴史、随一の症例数、名物救急外来研修、先駆
的な総合内科病棟、日本一の剖検数、研修医でも行う臨床研究、それがASAHI 
PRIDE！

【プログラム責任者・指導医からのメッセージ】
　研修で最も重要なことは指導医の臨床能力だと私達は考えています。当院に
は若手のやる気を引き出し、向学意欲を引き立てることができる圧倒的な臨床
能力をもったロールモデルとなる指導医達がそろっています。1981年より研修
指定病院として研修医を受け入れてきた実績から、自分達の後輩を教えることは
当たり前だとも考えています。そして何より大学病院と比較してもcommon 
diseaseを中心に幅広く対応できる総合臨床医から、高度な先進的治療をこな
す専門医まで様々な臨床経験をもつ底力のあるスタッフ達がそろっています。こ
うした指導医達のもと症例を豊富に経験できる救急外来、経験した症例をその
ままにしないための多くの臨床的カンファレンス、医療の質向上のために行われ
ている最終診断としての剖検といった環境が整備された当院では、皆さん一人
ひとりのキャリアプランに応じた研修が可能であると考えています。

【先輩研修医からのメッセージ】
　12階のラウンジから見える海は朝日をあびて真っ赤に燃えている。そう、ここ
は情熱海岸。 いつでも教えてくれる先輩医師がいる、いつでも助け合える同期
がいる、いつでも頼ってくれる後輩がいる、いつでも頼りになるメディカルスタッ
フの方々がいる、いつも次々と運ばれてくる患者さんがいる。全てが自分を大き
く育ててくれた。ピピピ。PHSが鳴る。病棟急変だ。望んだからここにいる。そう
思いながら、高田は病棟へ走っていくのであった。次回、情熱海岸の主役は君か
もしれない。

【臨床研修の特徴】
当院での研修医の目標は「患者さんに対して家族のような愛情をもって接し、
常に幅広い知識と技術の習得に励み、他のスタッフと協調しつつ医療を実践
できる研修医を目指す」と定めている。この目標の故に1981年より旭式スー
パーローテート方式での初期研修を行ってきた。旭式スーパーローテートの
特徴は「ベッドサイド中心の実践的研修」である。研修医自ら患者さんを救急
外来や病棟で直接担当することで、上級医の後ろに立っているだけの研修と
違い、真の患者さんとのコミュニケーションが生まれ社会的背景まで考えた
医療の実践が可能となる。またメディカルスタッフとの協調なしには診療が進
まないことを実感することができる。スーパーローテートによりまんべんなく
診療科を研修することで、各科の定める研修目標を通して幅広い知識と技術
を習得し、研修医として必要なあらゆる疾患に対しての標準的な初期対応が
可能となる。

【専門研修の特徴】
千葉県香取海匝医療圏(千葉県東部東総地区)の中心的病院である旭中央病
院を基幹施設として、千葉大学、千葉県内の13自治体病院、近隣医療圏・東京
都・近県にある施設と連携している。基幹施設である旭中央病院は、地域がん
診療連携拠点病院であり、また20床の緩和ケア病棟を有していることから、
高度先進医療を含めたがん患者への全人的医療を地域に提供している。千葉
県東部東総地区及び茨城県鹿島地区東南部を含む、病院を中心に半径
30km内13市7町の救急医療を担う救命救急センターを有し、年間約
42,000人の患者さんが来院し、救急車搬入件数年間9,400台に上り、24時
間体制で一次から三次救急まですべての救急患者を受け入れている。専門研
修を経て千葉県の医療事情を理解し、地域の実情に合わせた実践的な医療
も行えるように訓練され、基本的臨床能力獲得後は必要に応じた可塑性のあ
る専門医を育成している。

一般 …

結核 …

療養 …

精神 … 感染 …
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0
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0
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｢※｣は｢診療科による｣等の条件あり、｢－｣は制度なし
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■妊娠出産 ■育児 ■子育て
※※

地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター 東千葉メディカルセンター
〒283-8686　千葉県東金市丘山台3-6-2 0475-50-1199

370,000 円／月

390,000 円／月

賞与なし・時間外手当あり

土日祝、12／29～1／3、有給休暇20 日／年など

あり

あり

2026年6月上旬 2026年7月下旬

当直料 １年目 10,000 円／回　2年目 15,000 円／回

回 数 3 回／月(うち1回は休日日直)

2 名 0 名

約 950 万円／年＋時間外手当

土日祝、12／29～1／3、有給休暇20 日／年など

あり

あり（家賃18,000 円／月）

【病院の特徴】
★ 千葉市街から30分で通勤可能
☆ 三次救命救急センター併設、総合診療科では千葉大学医学部附属病院との
合同カンファレンス

★ 毎週研修医カンファレンス、月2回研修医勉強会開催、研修医にも学会発表
のチャンスあり

☆ 千葉大各診療科への入局がスムーズ、内科系診療科志望者には当院での継
続研修も可能

【プログラム責任者・指導医からのメッセージ】
　2014年にオープンした比較的新しい病院です。2017年より協力型臨床研修
病院として千葉大学たすきがけ研修医や短期研修医を多数受け入れており、
2025年度からは基幹型臨床研修病院として当院オリジナルの研修医も仲間に
加わりました。医局内の研修医区画には16個のデスクが並び、皆で切磋琢磨し
ています。指導医の比率も高く、また、各診療科医局からは毎年10名以上の専
攻医が派遣されています。素直でやる気のある方の応募をお待ちしております。

【先輩研修医からのメッセージ】
　当院の初期研修の特徴は、自由度が高く、自主性が尊重される点です。上級医
の指導の下で、患者さんの初診から治療までを一連の流れで学べ、手技の機会
も豊富です。やる気次第でどこまでも研鑽を積むことができます。また、月3回
の当直や救急科研修を通じて、軽症から重症までの幅広い症例に研修医が積極
的に関与し、初期対応力を養うことができます。開院してまだ新しく、綺麗な設
備の整った当院へぜひ一度見学に来てください。

【臨床研修の特徴】
研修医に対する指導医の比率が高いため、手技を円滑に行え、個人の裁量が
尊重され、自主的に学ぶ環境が整っています。研修プログラムは個々の進捗
に応じて柔軟に調整可能です。採血当番などのduty業務はなく、CV挿入や胸
腔穿刺、Aライン確保などの基本的な手技に積極的に参加できます。救急科
研修では、高エネルギー外傷や敗血症性ショック、心肺停止症例など、研修医
でも積極的に初期対応に関与できます。総合診療科研修では、総合診療医な
らではの診療技法を学べ、千葉大学医学部附属病院総合診療科との合同カン
ファレンスにも参加できます。新しく設備が整った病院で、研修医一人ひとり
に専用のデスクが与えられます。診療科間の連携が取りやすい環境も中規模
病院ならではの特長です。

【専門研修の特徴】
千葉市街から30分で通勤可能で、引っ越しの必要もありません。各診療科医
局からは毎年10名以上の専攻医が派遣されており、十分な指導実績がありま
す。多くの診療科は学術活動にも積極的に参加しており、エビデンスに基づい
た診療が行われています。
内科系診療科志望者には、当院オリジナルの内科専門研修プログラム(基幹
型)の用意もあり、当地区出身の若い先生や千葉県医師修学資金貸付制度を
利用した若い先生のニーズにもお応えできます。学会発表の指導、病理解剖
の実施(CPCの開催)も精力的に行っており、J-OSLERの症例登録もスムーズ
に行えます。
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